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海洋生物を素材とした抗真菌物質の探索
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研究成果
海綿 Agelassp.より単離したブロモピロールアルカロ
イド nage1amideJに抗菌活性ならびに抗真菌活性が，ま
た，榔綿 Penaressp.より単離した penaresidinAのアゼチ
ジン環部分の可能なジアステレオマ…を合成した結果，
一部のジアステレオマーに抗菌活性ならびに抗真菌活性
が認められた.
一方，軟体サンゴ Cesp仰 lariataeniataより単離した数
種の verticileneタイプのジテルペン化合物に抗菌活性，
抗真菌活性が認められた.さらに，ヒカゲノカズラ科植
物やミソハギ科植物より単離した数種のアルカロイドに
も抗真菌活性が認められた.
今後は，特異性の高い抗真菌活性を示す化合物の探索
を継続して行う予定である.
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